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は じ め に
本論では中央 アジアの工業開発 における中小企業の役割 とその発展の可能性につき、 ウズベキス
タン、キルギスタンにおける事例 を中心に、その特徴、制約条件や商業銀行のはたす役割につき検
証す ることを第一目的としている。 その関連において、中央アジア における「後進性」とは何かと
いう課題 につき、今日の発展途上国 との比較を行う。そし て経済発展史の観点 から「後発国」 とし
ての中央 アジアが市場経済移行に関して、 どのような可能性 と制約要因をもつか論じ る。同時 に旧
社会主義国 としてどのような負の遺産 を抱 えているかという点についても考察する。そして、中小
企業支援と同時 に金融セクター(financialsector）の改革の必要性 につき、国際金融機関 からどのよう
な支援策が取られてきたか評価し、 今後の中央アジアの経済発展と開発援助のあり方、 また開発経
済学からの視点 についても検討を加 えるこ とが この小論の目的である。
1 。 歴 史 的 な 視 野 か ら 見 た 中 央 ア ジ ア の 経 済 発 展 に 関 す る 視 座
中央アジア、特 にウズベ キスタン、カザフスタン、キルギスタン、 タジキスタン、トルケミニス
タンの諸国における今後の経済発展の方向 については、 経済発展史の観点から見ると、興味ある特
異な点がいくつか指摘される。第一には、旧 ソ連邦の“周辺国”(periphery)としての位置付けであり、
第二には、旧社会主義国として、歴史的 な視点 から今日の発展途上国との比較 において、社会的な
“平等”が達成された社会 が今後 どのようなかたちで、市場主義経済に移行して行 くかという点で
ある。
今日 までの開発経済学、及び経済発展史 の視点 から、経済発展に関する議論を整理すると、次の
ような分類が出来 ると思われる。
（1） 経済発展を「先発国」（earlystarter）と「後発国」（latecomer ） に分類し、後発国の経済発
展に見られる傾向、例 えば、政府が積極的 に基幹産業、銀行制度等の育成 に介入することを重
点 に置いた見方があることがあげられる。 こうした見 方は、従来の新古典 派的な考え方及びマ
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簡単にまとめた要約であり、包括的な尺度ではない（UNDP はHDI 以後、人間貧困指数（HPI ）,
ジェンダー開発指数（GDD ）等補完的指数を開発している）。 このHDI を適応すると、表2 のよ
うな結果がえられる。
表2 中 央 ア ジ ア5 カ 国 と ロ シア 、 東 欧 諸 国 のHDI 比 較162






























































(8） 現状ではとりわけアフリカに貧困が ますます集中 する傾向がある。
（9） 技術協力 は、発展途上国 の人 間の潜在能力 と国家 のキャパシティの創出を助けるように、再
構成されなければならない。
（10） 非政府援助機関（NGO ）をまきこんだ参加型アプローチが、人間開発 を成功させるための戦
略 として決定的に重要である。




表2 から観察されることは、中央 アジアすべての国が人間開発低位国（HDI が0.5以 下の場合を示
す）ではないことである。識字率の面から見ても、東ヨーロッパ と大きな差違は見られない。以上




国 より平均的 に高いこと、（3）道路、鉄道、港湾、住宅など社会基盤整備 は、一部が老朽化している
とはいえ既に基本的整備が整ってい るこ と、等が指摘できよう。以上のような背景を考慮すると、
著者の意見 としては、世界銀行の報告書「東アジアの奇跡」（a8）に見られるような、“国家主導”型
によるインフラ整備重視の政策 とは別の道 を中央 アジアは歩むことになると考えられる。中央アジ
ア経済の基本的課題は、旧社会主義時代に構築された「食料供給基地」 としての経済構造を、如何
にして「自立的」経済体制に移行出来 るか、 また問題は需要供給 のメカニズムが存在しなかった「分
配構造」 を如何にして「競争的」ルールに もとづいたオープ ンな市場を通じて形成するかという点





































































































































融資のシステムが異なる。まず第一にEBRD のLoan はBorrower である中央銀行、NationalBankofKyrgyzstan
（NBK ）にLIBOR プ ラス1％で融資される。NBK の内部に設置されたPMU
（ProjectMonitoringUnit）により融資・返済の資金は管理される。更にNBK から、Participat-ingBank
（PB ）と呼ばれる商業銀行（複数）にLIBOR プラス2% で融資され、PB から中小企業へ

















































































Notel:StateSavingBank で あるNarodnyBank は家計預 金の80％を占 めているが、この表 には入って
い ない 。(ROE ＝ReturnonEquitv) 資料：各銀行のAnnualReport 及びEBRD
上記の表から明 らかなように、NBU の活動 は突出している(・U)。NBU は全金融セクターの資産の55
％を占め、外貨取引の90 ％を占める独占的 な銀行であ る。NBU について は、現在その民営化が世
界銀行、EBRD の協力 のもとに検討 されている。中央 アジア におけ る各商業銀行の財務内容をみる
と、一般的 に商業銀行による与信活動 は活発ではないことがあげられる。その理由は商業銀行が中
央 銀行からの資金に大きく依存しており、預金基盤が十分で ないことである。 また安全で有利 な国
債がある状況では、リスクをとって融資活動を行う銀行は希である。 このため、多くは六 ヶ月以内
の短期融資が中心となっている(t£l5)。その他金融 セクターの障害 と考えられる点は、企業が銀行 から
資金を引き出す場合 は、賃金の支払い目的等に制約されているため、企業が抱 える流動性資産 は銀
行に預けられず、インフォーマ ルセクターでの現金取引が増加してし まう傾向が強い点である。
更にウズベキスタンの場合、預金市場に関しては旧体制下 の貯蓄銀行(NarodnyBank 、現在も国
営) 一行が、独占的 に一般預金 を吸収しており、金利 メカニズムを活用した預金吸収策が実施され
るような状態になっていない。
キルギスタンにおける商業銀行はその規模、資産額、自己 資本額において、 ウズベ キスタンより
はるかに小さい。キルギスタンにおけるEBRD の第二次SMECreditLine プロ ジェクトに参加予
定されている商業銀行は2 行あり、その内“AKBKyrgyzstan"-bank は総資産額が千三百万ドル、
自己資本が三百万ド ルであり、Ineximbank(formerBankEridan) は総資産額が四百万ドル、自己資
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本が二百万ドルと報告されている。キルギスタンにおける大きな商業銀行は3 行あり、上記 の


































やLendingtoSmallandMediumEnterprises などのテーマ につき2 週間程度のコースが行 われ
ている。 こうした地道な活動は当該地域内における商業銀行のスタッフの能力向上に効果があった
とみられるが、本プロジェクト を評価したEBRD のレ ポートによれば下記 に示されるような幾つ か
の重要な問題点 を含んでいる(ttl7)。(1)RBTC
は地域内におけるトレ ーニングセンターとし て設立されたが、域内三 力国から派遣さ




は銀行 の実務面で のトレ ーニ ング と同時 に金融 セクターに係わる政策面 を課題 とし
て取 り上げようとしたが、 この二つの側面がトレ ーニングの過程で明確に分離出来なかった こ



































































大きな困難があるという点である。 金融制度 が未整備の状態で は、中小企業の倒産のリスクと同時
に中間媒体 としての商業銀行が倒産するというリスクを含むことになる。世銀の調査によれば、所




てし まう。従って今後 は長期的 な視野に立って、中小企業支援 と金融制度改革をどのように進める
か、国別計画（countrystrategy) の見直しが国際金融機関にとっての課題 となろう。
上述の問題 と関連して、中小企業支援 と金融制度改革のためには、大きな技術援助が必要となる
ことである。 キルギスタンの例で見たよう に、技術支援 は、 まず第一 に中小企業 がビジネスプラン
を作成する段階でアドバイザリーサービスが必要であり、第二には、 そうしたプランを審査する商
業銀行 に対して助言訓練を担当 するクレヂットアドバイサーが必要である。第三 には、中央銀行内
部 に設置されるPMU （ProjectMonitoringUnit) にたいして も資金のdisbursement 及びその管理
のための専門家 のサービスが不可欠になる。 このように考えてい くと、中小企業支援 はコストの高
い事業 となるといわざるをえない。
著者の意見 として、西側諸国から技術援助を通じて派遣される、専門家（コンサルタント）の質
について も述べておきたい。専門家の役割 は、銀行業務 に必要な技術的ノウハウを伝達することで
あるが、実際の現場で は問題 も所見される。一般的な事 として言えば、専門家として派遣されるス
タッフは西側の銀行 など金融機関 を定年退職したベ テランが多い。専門家として、知識 と経験はあ
るが、問題はその経験 とノウハウをどのように相手側に伝 えるかである。つまり、専門家 は良きコ
ミュニケイターでなければならない。 こうした観点 から見 ると、当該国 の文化的・社会的背景に無
理解なコンサルタントが多い。 専門家として高いフィーを支払われながら、相手側 と十分なコミュ
ニケーションが出来ず、結果 とし て専門家 に不満だけが残り、効果が半減している場合が多いのも
事実である。特に中央 アジアにおいては、 こうした傾向が顕著であることを指摘してお きたい。



























































































{note:| ｝Governance&Enterpriserestructuring とは、国営企業の民営化 のみならず、企業形態が経営内容を含めて、政
府の補助金に頼 らず、競争的且つ自立的 な産業組織に進展しているかを示す。 なお、これらの指数は現状を示した もので、









































































5 。 中 央 ア ジ ア 経 済 の 今 後 の 課 題 に つ い て
中央アジアの今後の経済発展のパターンにつ き予測をする試 みは困難であり、 むしろ無謀 という
べきであろう。中央 アジアは人類が経験した経済発展史のなかで も極 めてユニークな立場にあった
と考えられる。旧ソ連邦の周辺国 とし て位置付けられ、旧社会主義体制のもとで物質面では比較的
平等 な社会を実現したが、 その地理的条件においては西側先進国 との接触は皆無であったからであ
る。中央 アジアは経済的「発展」（development ）と市場 経済「移行」（transition）という課題を抱えて
いる。一 般的に経済「発展」は、人間生活の経済的、文化的水準を向上させることに加 えて、最近




の民営化、（C）価格 メカニズムが機能 する市場経済体制の確立、 と考 えられる。従って、「開発」とは
（A)の伝統経済から（C）の市場経済への過程を示し、「移行」とは、（B)の統制経済から(C）の市場経済への
過程、 ということになる。しかしこの分類 も実際に適応するには複雑な要素がからみ合っており、
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